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(57)【要約】
【課題】大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位
方法を提供する。
【解決手段】大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の
定位方法は、被験者の大脳皮質の肯定回答領域と否定回
答領域を正確に定位するための方法であり、（Ａ）脳血
流量即時変化を検出可能な検出装置を提供し、（Ｂ）該
検出装置を利用して被験者の頭部の検出領域内に複数の
検出点で構成された一つの検出アレイを構築して該検出
領域内の脳血流量即時変化をモニタリングし、そのうち
、該検出領域は大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域
にほぼ対応し、（Ｃ）被験者に問題を出し、且つ被験者
に僅かに「はい」と「いいえ」だけ回答させ、（Ｄ）被
験者が該問題に回答してから所定時間内に、該検出領域
内の脳血流量即時変化に対応する活動領域に基づき、被
験者の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の正確な
位置を判定するステップを包含する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、被験者の大脳皮質の肯定
回答領域と否定回答領域を正確に定位するのに用いられ、
　（Ａ）脳の血流量即時変化を検出可能な検出装置を提供するステップ、
　（Ｂ）該検出装置を利用して被験者の頭部の検出領域内に複数の検出点で構成された一
つの検出アレイを構築して該検出領域内の脳の血流量即時変化をモニタリングし、そのう
ち、検出領域は大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域にほぼ対応するものとするステッ
プ、
　（Ｃ）被験者に問題を出し、且つ被験者に「はい」又は「いいえ」のみで回答させるス
テップ、
　（Ｄ）被験者が該問題に回答してから所定時間内に、該検出領域内の脳血流量即時変化
に対応する活動領域に基づき、被験者の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の正確な
位置を判定するステップ、
　以上を包含することを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法
。
【請求項２】
　請求項１記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、該検出装
置は近赤外線脳血流検出装置とされることを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定
回答領域の定位方法。
【請求項３】
　請求項１記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、（Ｄ）の
ステップでは、問題に回答して３秒以内に、該検出領域内の脳血流量即時変化に基づき判
定を行うことを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【請求項４】
　請求項１記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、（Ｄ）の
ステップでは、問題に回答して２秒以内に、該検出領域内の脳血流量即時変化に基づき判
定を行うことを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【請求項５】
　請求項１記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、（Ｄ）の
ステップでは、問題に回答して１秒以内に、該検出領域内の脳血流量即時変化に基づき判
定を行うことを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【請求項６】
　請求項１記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、（Ｃ）の
ステップで、回答が「はい」とされ且つ（Ｄ）のステップで該検出領域内の脳血流量が明
らかに増加した部位に対応する活動領域を検出した時、該活動領域が肯定回答領域とされ
ることを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【請求項７】
　請求項６記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、検出され
た該肯定回答領域は、第１肯定回答領域と第２肯定回答領域を包含するか、或いは該第１
肯定回答領域と該第２肯定回答領域のいずれか一方のみを包含することを特徴とする、大
脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【請求項８】
　請求項１記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、（Ｃ）の
ステップで、回答が「いいえ」とされ且つ（Ｄ）のステップで該検出領域内の脳血流量が
明らかに増加した部位に対応する活動領域を検出した時、該活動領域が否定回答領域とさ
れることを特徴とする、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【請求項９】
　請求項８記載の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法において、検出され
た該否定回答領域は、第１否定回答領域と第２否定回答領域を包含するか、或いは該第１
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否定回答領域と該第２否定回答領域のいずれか一方のみを包含することを特徴とする、大
脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法に係り、特に、脳の
血流量の動態変化を利用して大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域を定位する方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　嘘発見技術は、心理学（特に心理学と生理心理学）、犯罪学、刑事偵察学、電子学、及
びその他の関係学科を総合的に運用した成果であり、編集されたテーマを通して情緒刺激
が誘発する人体変化を測定することで、人体心理変化を判断する科学技術である。人体の
呼吸、心拍数、血圧及び筋肉の緊張状態等の測定を発展させてなるのが、嘘発見方法であ
り、現在、よく見られる嘘発見器はほとんどが、呼吸測定装置、皮膚電気反応測定装置及
び血圧測定装置を包含する。
【０００３】
　上述の周知の嘘発見器は、人類の生理反応測定のみから嘘を発見するが、嘘は人類の大
脳が働いた思考下での産物であり、嘘は大脳皮質の活動状態に対応しているはずであり、
このため嘘をついているときの大脳皮質の活動状況の検出方法があれば、正確に被験者が
嘘をついているかを知ることができる。現在、脳部状態を検出できる装置中、脳波測定装
置は僅かに脳波を測定できるだけであり、ｆＭＲＩ（ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｍａｇｎｅ
ｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）は大脳領域の活動状態を検出できるとは
いえ、装置の体積が膨大であり、使用上、相当に不便であり、並びに即時に被験者の当時
の嘘つき状況を現出できない。近赤外線スペクトロスコピー（Ｎｅａｒ　ＩＮｆｒａｒｅ
ｄ　（Ｒｅｆｌｅｃｔａｎｃｅ）Ｓｐｅｃｔｒｏｓｃｏｐｙ；ＮＩＲＳ）は頭部の反射す
る光線をセンスし、大脳皮質内の血液流動の変化を測定し、且つ電磁ノイズの影響を受け
ず、高度の空間解析度を達成でき、且つ科学技術の進歩に伴い、近赤外線スペクトロスコ
ピーはリアルタイムに脳の血流量動態変化を表現できるようになった。
【０００４】
　近赤外線スペクトロスコピーを利用した嘘発見方法は、問題に回答する時に、大脳皮質
中に「肯定回答領域」と「否定回答領域」が活動しているか否かにより、被験者の問題に
対する回答が誠実か否かを判定する。しかし、各個人の大脳皮質の各サブ領域の位置は基
本的に相似であるものの、各サブ領域、たとえば「肯定回答領域」及び「否定回答領域」
の正確な位置は、個人間でいくらか差異があり、これにより、もし嘘発見前に各個人の「
肯定回答領域」と「否定回答領域」の位置を正確に定位できれば、後続の嘘発見上、判定
結果の正確度をアップできる。これにより、いかに各個人の大脳皮質中の「肯定回答領域
」と「否定回答領域」の大まかな位置から、さらに正確な所在を定位できるようにするか
が、極めて発展を待たれる課題である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、前述したとおり、各個人の大脳皮質中の各サブ領域の位置は基本的に相似して
いるが、各サブ領域、たとえば、「肯定回答領域」及び「否定回答領域」の正確な位置は
、個人間でいくらか差異があり、これにより、もし嘘発見前に各個人の「肯定回答領域」
と「否定回答領域」の位置を正確に定位できれば、後続の嘘発見上、判定結果の正確度を
アップできる。
【０００６】
　これにより、本発明の目的は、一種の、大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位
方法を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は周知の技術の問題を解決するために採用する技術手段として、正確に被験者の
大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域を定位するのに用いられる大脳皮質の肯定回答領
域と否定回答領域の定位方法を提供し、それは、以下のステップ、すなわち、
　（Ａ）脳血流量即時変化を検出可能な検出装置を提供するステップ、
　（Ｂ）該検出装置を利用して被験者の頭部の検出領域内に複数の検出点で構成された一
つの検出アレイを構築して該検出領域内の脳血流量即時変化をモニタリングし、そのうち
、該検出領域は大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域にほぼ対応するものとするステッ
プ、
　（Ｃ）被験者に問題を出し、且つ被験者に僅かに「はい」又は「いいえ」のみで回答さ
せるステップ、
　（Ｄ）被験者が該問題に回答してから所定時間内に、該検出領域内の脳血流量即時変化
に対応する活動領域に基づき、被験者の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の正確な
位置を判定するステップ、
　以上を包含する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明が採用する技術手段により、異なる個人の大脳皮質の「肯定回答領域」と「否定
回答領域」位置を正確に定位でき、後続の嘘発見上、有効に嘘発見結果の正確率を高める
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明のフローチャートである。
【図２】本発明の大脳皮質の否定回答領域を正確に定位する表示図である。
【図３】本発明の大脳皮質の肯定回答領域を正確に定位する表示図である。
【図４】本発明の方法を用いて正確に定位した大脳皮質の否定回答領域の実際の検出結果
である。
【図５】本発明の方法を用いて正確に定位した大脳皮質の肯定回答領域の実際の検出結果
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は本発明の方法のフローチャートである。図示されるように、本発明は一種の、大
脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域の定位方法であり、それは被験者の大脳皮質の肯定
回答領域と否定回答領域を正確に定位するのに用いられる（そのステップは図面も参照さ
れたい）。
　ステップ（Ａ）：脳血流量即時変化を検出可能な検出装置を提供する。本実施例では、
近赤外線スペクトロスコピー（ＮＩＲＳ）を使用した近赤外線脳血流検出装置を使用し、
頭部が反射する光線をセンスし、大脳皮質内の血液流動の変化を測定し、且つ電磁ノイズ
の影響を受けることがなく、高度の空間解析度を達成する。特に、本実施例の検出装置は
脳血流量の動態変化をリアルタイムで検出する。
　ステップ（Ｂ）：検出装置を利用して被験者の頭部の検出領域内に複数の検出点で構成
された一つの検出アレイを構築し、該検出領域内の脳血流量即時変化をモニタリングし、
そのうち、該検出領域は大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域にほぼ対応するものとす
る。本ステップでは、試験前に、検出領域の所在位置を大まかに限定する。
　ステップ（Ｃ）：被験者に問題を出し、且つ被験者に僅かに「はい」又は「いいえ」の
みで回答させる。この問題は、被験者の基本データ（たとえば、性別、年齢或いはその他
の既に正確な答案がわかっている背景データ）に基づき設問される。
　ステップ（Ｄ）：被験者が該問題に回答してから所定時間内に、該検出領域内の脳の血
流量変化に対応する活動領域に基づき、被験者の大脳皮質の肯定回答領域と否定回答領域
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の正確な位置を判定する。本ステップでは、問題に回答後、１秒、２秒或いは３秒内に、
その検出領域内の脳血流量即時変化に基づき判定するのがよい。この時間が短すぎると完
全には脳血流量変化に反応しない恐れがあり、長すぎると、脳血流量変化が終わってしま
っている恐れがある。これにより時間は短すぎても長すぎてもよくない。
【００１１】
［実施例１］
　大脳皮質の否定回答領域の定位：
　図２を参照されたい。それは本発明の方法の大脳皮質の否定回答領域の正確な定位の表
示図である。本実施例の実施ステップはほぼ前述したとおりであり、近赤外線脳血流検出
装置の設置完成後に、被験者の頭部の検出領域Ａ１１内に、複数の検出点１で構成された
検出アレイ２を構築する。図２に示されるように、図中の該検出アレイ２を構成する各検
出点１は検出に必要な光線発射点と光線検出点を包含する。
　続いて、被験者が問題（該問題は答案が「いいえ」となるよう設問される）に回答して
３秒内に、その回答が「いいえ」であり、且つ検出領域Ａ１１内の脳血流量即時変化に対
応する活動領域（該検出領域内の脳血流量が明らかに増加した部位）を検出した時、該活
動領域はすなわち、否定回答領域とされ、第１否定回答領域Ａ２１１と第２否定回答領域
Ａ２１２を包含し得て、該検出領域中で、異なる色の領域により血流量変化の状況を表示
する。たとえば、図４に示されるように、キャプチャ画像中の色変化が特定の色に接近す
る領域ほど、脳血流量が明らかに増加した部位を表示する（本図はグレースケール図であ
りこれらの色は表示できない）。図４中、丸で囲まれた二つの活動領域は、上述の第１否
定回答領域Ａ２１１と第２否定回答領域Ａ２１２である。個人の大脳の間に存在する差異
性により、第１否定回答領域と第２否定回答領域の活動を同時に検出することもあれば、
そのうちの一つのみを検出することもある。
【００１２】
［実施例２］
　大脳皮質の肯定回答領域の定位：
　図３を参照されたい。それは本発明の方法の大脳皮質の肯定回答領域の正確な定位の表
示図である。本実施例の実施ステップは実施例１とほぼ同じであり、たとえば同様に近赤
外線脳血流検出装置の設置完成後に、被験者の頭部の検出領域Ａ１２内に、複数の検出点
１で構成された検出アレイ２を構築する。
　続いて、被験者が問題（該問題は答案が「はい」となるよう設問される）に回答して３
秒内に、その回答が「はい」であり、且つ検出領域Ａ１２内の脳血流量即時変化に対応す
る活動領域（該検出領域内の脳血流量が明らかに増加した部位）を検出した時、該活動領
域はすなわち、肯定回答領域（第１肯定回答領域Ａ２２１、第２肯定回答領域Ａ２２２）
とされる。その実験検出結果は図５に示されるキャプチャ画像のようであり、該検出領域
中で、異なる色の領域により血流量変化の状況を表示する。たとえば、図５に示されるよ
うに、キャプチャ画像中の丸で囲まれた二つの活動領域がすなわち、上述の第１肯定回答
領域Ａ２２１と第２肯定回答領域Ａ２２２である（本図はグレースケール図でありこれら
の色は表示できない）。前述の実施例と同様に、個人の大脳の間に存在する差異性により
、第１肯定回答領域と第２肯定回答領域がいずれも活動するのを同時に検出する場合もあ
れば、そのうち一方のみしか検出しないこともある。
【００１３】
　以上の実施例から分かるように、本発明の提供する大脳皮質の肯定回答領域と否定回答
領域の定位方法は確実に産業上の利用価値を有するが、以上述べたことは、本発明の実施
例にすぎず、本発明の実施の範囲を限定するものではなく、本発明の特許請求の範囲に基
づきなし得る同等の変化と修飾は、いずれも本発明の権利のカバーする範囲内に属するも
のとする。
【符号の説明】
【００１４】
１　検出点
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２　検出アレイ
Ａ１１、Ａ１２　検出領域
Ａ２１１　第１否定回答領域
Ａ２１２　第２否定回答領域
Ａ２２１　第１肯定回答領域
Ａ２２２　第２肯定回答領域

【図１】 【図２】
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